
放射線や福島の現状、環境問題について
学ぶことを目的とした、小中学生向けの
サイエンスクラブを開講しました！

開講中!

福島県
地球環境保全キャラクター
エコたん

交流棟 「コミュタン福島」は

　自然環境への興味・関心を促し、
コミュタン福島に来館される方を明
るくお出迎えするために、三春町内
の園児たちがお花の植栽活動を実施
しました！
　植栽活動後に木を使ったマスコッ
ト作りと風船ロケットを用いた体験
を行い、終始笑顔が溢れるプロジェ
クトとなりました。

　小学生の夏休み理科自由研究
をサポートするため、コミュタン
福島のスタッフが研究テーマの選
び方、観察・実験の進め方をアド
バイスします！

　身近な水辺環境を見直し、水環境保全
への関心を高めていただくため、「水生生
物による水質調査」の参加
団体を「せせらぎスクール」
として募集し、必要な資材
を提供します！

　ボルトボルズさんのサイエンスショーやバスボムづくり、
洗濯のりでスーパーボールづくり、統計を楽しく学ぶ統計
グラフワークショップ、ガチャガチャを回して地球のミラ
イを考えるミライ地球ガチャなど、楽しく学べるイベント
を行い、約2,700名の方に来館いただきました！

５月５日(月
・祝)に

コミュタン
フェスティ

バル
in G.W.を

開催しまし
た！

in
G.W.

コミュタン福島

せせらぎスクールの
参加者を募集します！
せせらぎスクールの
参加者を募集します！

　受講生たちは、実験や
ワークショップ、フィールド
ワークなどの活動をとおし
て、約半年間にわたり科学
を探求します！

詳細、お申込み（先着順）はこちらから▶

詳しくはこちら▶

詳しくはこちら

▶

お花でお出迎え
プロジェクトを
実施しました！

開催日 6/28（土）、7/26（土）
8/2（土）

　併せて統計グラフコンクール作品の作り方を考える
「グラフを使って表現しよう！」も開催します！
　併せて統計グラフコンクール作品の作り方を考える
「グラフを使って表現しよう！」も開催します！

理科自由研究サポート
を開催します！

理科自由研究サポート
を開催します！

132025.6.20



住所：福島県田村郡三春町深作10番２号（田村西部工業団地内） 電話：0247－61－6128 FAX：0247－61－6119
ホームページ： https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/298/福島県HP 福島県環境創造センター https://www.fukushima-kankyosozo.jp/発  行 福島県環境創造センター (企画課）

○開館時間　9：00～17：00
○休館日　毎週月曜（月曜が祝日の場合、翌平日）・12月29日～1月3日

TEL.0247－61－5721　FAX.0247－61－5727

ホームページ　https://com-fukushima.jp/

入場無料

田村西部工業団地内、ドームが目印です。
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福島県環境創造センター コミュタン福島

アクセス
MAP、」信発・集収報情「、」究研査調「、」グンリタニモ「たけ向に造創・復回境環の県島福

「教育・研修・交流」の業務を行っています。環境創造センターホームページより、
県内市町村の空間線量、大気環境等のモニタリング情報を御覧いただけます。

福島県環境創造センター交流棟「コミュタン福島」

福島県環境創造センター

車をご利用の場合 磐越自動車道船引三春ICより約5分
電車をご利用の場合 JR磐越東線三春駅より車で約12分

三春駅～環境創造センター（コミュタン福島）へ
年末年始（12月31日～1月3日）を除き毎日（1日4便）運行

三春町町営バスをご利用の場合
（コミュタン福島をご利用の方はバス料金無料）

研究紹介　
環境創造センターでは、福島県の環境回復・創造に向けて、「放射線計測・廃棄物」、「環境
動態・生態系」、「環境創造」の３つの部門に分かれて、日々研究を行っています。
今回は環境動態部門のうち、河川に関する研究について紹介します。

河川のマイクロプラスチックに関する調査研究
　プラスチックは、私たちの生活に欠かせません。しかし、適切に処理されなかったプラスチックごみは、河川や海洋の
環境に深刻な影響を及ぼしています。特に河川は、海へと流出する経路の一つになっており、河川にプラスチックごみ
がどのくらいあるかを知ることは海洋プラスチック問題の解決にも役立ちます。

① 軽い　② 丈夫　③ 加工しやすい　④ 安価
⑤ リサイクルできる

紫外線

水の流れ

プラスチックの特徴

しかし街で発生したごみ等のプラスチックが河川に入ると。。。
・紫外線や水の流れ等によって細かくなる
・自然に分解しにくい

＜試料採取のようす＞

網(プランクトンネット)を河川に入れることで採取しています。

紫外線や水の流れによって
細かくなります。

魚がえさと間違えて食べて
しまうこともあります。

プラスチックの多くは
海まで流れます。

河川に入った場合のプラスチックのゆくえ

河川水に含まれるプラスチックごみの調査

約50cm

採取した試料の回収

網を河川に入れている様子

河川に投げ込む網

 マイクロプラスチック（大きさ1mm～5mm）

マクロプラスチック（大きさ５mm以上）

阿武隈川で
観察された

プラスチックごみ
3cm

3mm

被覆肥料の殻 人工芝の破片


